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グランドマーリン 副部会長（氏名・所属先） 港北病院

【様式第２号】

保土ケ谷区障害者地域自立支援協議会 R5年度　区精神net 年間報告書

部会名： 区精神net

構成機関

相談支援従事者 就労支援センター 発達障害者支援センター

障害福祉サービス事業者 医療機関 教育関係機関

民間企業 高齢者介護の関係機関 当事者・当事者団体・家族

権利擁護関係団体・者 大学等 公共職業安定所

保健所・保健センター 保育所 児童相談所

身体障害者相談員 知的障害者相談員 民生・児童委員

主任児童委員 地域住民代表 区福祉保健センター

基幹相談支援センター 生活支援センター 地域ケアプラザ

社会福祉協議会 その他 合計

年間目標
『皆が主役！誰でも自分らしく暮らせるためにつながり支えあう区精神net！』をスローガンに、精神保健福祉分

野に携わる支援者・関係者との顔が見える関係づくりを一層強化し「保土ケ谷に住んでよかった」と思えるまち

づくりを目指す。

月 活動内容

４月

精神netコア会議（毎月第４木曜日）：全体の進捗共有や検討事項

全体会（毎月第２火曜）：事業所紹介・自己紹介。今年度の部会としての目標の共有

ほどほどの会（毎月第３火曜日）：会の目的の共有と年間予定打ち合わせ

アウトリーチ支援チーム員会議（毎月第３水曜日）：支援ケース共有・検討

５月

精神netコア会議（毎月第４木曜日）：全体の進捗共有や検討事項

全体会（毎月第２火曜）：事例検討（地域移行ケース）

ほどほどの会（毎月第３火曜日）：会の運営あり方検討

アウトリーチ支援チーム員会議（毎月第３水曜日）：支援ケース共有・検討

６月

精神netコア会議（毎月第４木曜日）：全体の進捗共有や検討事項

全体会（毎月第２火曜）：若手交流会

ほどほどの会（毎月第３火曜日）：事例検討（入院中のケース）

アウトリーチ支援チーム員会議（毎月第３水曜日）：支援ケース共有・検討

７月

精神netコア会議（毎月第４木曜日）：全体の進捗共有や検討事項

全体会（毎月第２火曜）：事例検討（アウトリーチ支援ケース）

ほどほどの会（毎月第３火曜日）：事例検討（入院中のケース）、全体会提供事例の準備

アウトリーチ支援チーム員会議（毎月第３水曜日）：支援ケース共有・検討

８月

精神netコア会議（毎月第４木曜日）：全体の進捗共有や検討事項

全体会（毎月第２火曜）：事例検討（ほどほどの会ケース）

ほどほどの会（毎月第３火曜日）：全体会での検討事例の振り返り

アウトリーチ支援チーム員会議（毎月第３水曜日）：支援ケース共有・検討

９月

精神netコア会議（毎月第４木曜日）：全体の進捗共有や検討事項

全体会（毎月第２火曜）：上半期の事例検討を通して上がった共通課題について協議（アイデア出し）

ほどほどの会（毎月第３火曜日）：病院との協働活動の検討

アウトリーチ支援チーム員会議（毎月第３水曜日）：支援ケース共有・検討

１０月

精神netコア会議（毎月第４木曜日）：全体の進捗共有や検討事項

全体会（毎月第２火曜）：事例検討（包括支援センターケース）

ほどほどの会（毎月第３火曜日）：入院中の方々に地域から会いに行く仕組みづくりの検討

アウトリーチ支援チーム員会議（毎月第３水曜日）：支援ケース共有・検討

１１月

精神netコア会議（毎月第４木曜日）：全体の進捗共有や検討事項

全体会（毎月第２火曜）：事例検討（就労移行ケース）

ほどほどの会（毎月第３火曜日）：事例検討（入院中のケース）

アウトリーチ支援チーム員会議（毎月第３水曜日）：支援ケース共有・検討

１２月

精神netコア会議（毎月第４木曜日）：全体の進捗共有や検討事項

全体会（毎月第２火曜）：9月の協議を受け、来年度に向けたアイデア出し。

ほどほどの会（毎月第３火曜日）：病院の作業療法プログラムで区生活教室へ参加。

アウトリーチ支援チーム員会議（毎月第３水曜日）：支援ケース共有・検討

１月

精神netコア会議（毎月第４木曜日）：全体の進捗共有や検討事項

全体会（毎月第２火曜）：部会全体の振り返りまとめを皆で共有。

ほどほどの会（毎月第３火曜日）：病院にて開催。事例検討（入院中のケース）

アウトリーチ支援チーム員会議（毎月第３水曜日）：支援ケース共有・検討

その他：こども部会との共催による「ヤングケアラー研修」

区域でシェアしたい取組 市域で共有・検討したい課題

上記の部会でできたこと・やったことから、

①実践を通して共通課題を見つけ、取り組めることにつなげる意識付

け→協議会部会としての意義の共有

②目標（スローガン）に向けて集うことでのつながり強化

③（余力の中で）他部会や他領域とも協働する価値

はよかったかなと思うので共有できれば。

①制度枠の「仕組み（にも包括）」や「機能（拠点）」等と現場実

践（地域の実情）とを結びつけるいいアイデア。皆で地域の実情を

集める工夫。（よりリアルな地域診断をするために）

②自支協への参加（貢献）に対する何らかの市や区からの評価等

（民間事業所が会社としても意義を持って参加しやすくなる工夫）

２月

精神netコア会議（毎月第４木曜日）：全体の進捗共有や検討事項

全体会（毎月第２火曜）：区精神ネット全体の年間報告と次年度、にも包括シートの共有。

ほどほどの会（毎月第３火曜日）：：病院にて開催。事例検討（入院中のケース）

アウトリーチ支援チーム員会議（毎月第３水曜日）：支援ケース共有・検討

３月

精神netコア会議（毎月第４木曜日）：全体の進捗共有や検討事項

全体会（毎月第２火曜）：総括と次年度の予定について

ほどほどの会（毎月第３火曜日）：次年度の予定について

アウトリーチ支援チーム員会議（毎月第３水曜日）：支援ケース共有・次年度からの展開について

連携・協働に

よる課題解決

の仕組み

部会でできたこと・やったこと

★①多様な事例検討→②共通する課題の抽出・検討→③次年度の取り組みへ反映のサイクル化はできた。

★共通する目標（スローガン）の設定と事例検討の方法等の基盤づくりはできた。

★包括支援センターとの協議、こども部会との共催など他領域との協働の機会、きっかけ作りはできた。

★医療機関との協働活動の再開ができた。

運営上の課題

★全体会とその他2つの分科会との連動性

★部会長、副部会長などコアメンバーとしての役割を担っていただける人員の確保

★安定して継続していける運営体制の構築


